
 

 

 

 

 

 

 

 

「相談や事業をひとり抱えて・・・もやもや」 

業務の山に追われて相談ケースや事業を担当内もしくは組織で抱えていませんか。忙しいと、つい地域の人やサービスなど、地域

の社会資源との新たなつながりを見逃しがち。もっと広い視点から考えたり、地域住民や多様な組織と手を取り合ったりすることで、

すっと道が見えることがあります。このゼミは、今、解決に悩んでいる相談ケースや見直したい事業企画を持ち寄って、共有しなが

ら今後のヒントを得る少人数の学び場です。相談や事業に携わる人や組織の背景や強みに着目し、整理し、地域住民や地域の活動団

体が大きなチカラとして地域で発揮できるまでの取り組みについて多様な組織から参加する受講者のみなさんとじっくり考えます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

会  場 第１回 東京ボランティア・市民活動センター（JR・地下鉄 飯田橋駅 徒歩3分） 

＊2 回目以降の会場は、受講者との相談の上、決定します。（受講者の支援拠点や地域のボランティア・市民活動センターなど） 

定    員 7 名 受 講 料 15,000円 （全5 回） 

受講対象 地域住民やボランティア、市民活動団体とつながりながら 

地域づくりをすすめる組織（中間支援組織）のコーディネーター 

＊年齢や勤務年数、常勤・非常勤など雇用の形態は問いません。 

＊原則、個人は対象としておりませんが、中間支援の業務の経験のある方や予定のある方は、事務局までお問い合わせください。 

申込方法 ■FAXの場合：裏面の申込みフォームに必要事項をご記入の上、FAXにてご返信ください。 

■Webの場合：支援力アップ塾のHPからお申込みください。（http://www.tvac.or.jp/special/im） 

＊お申込み後、受講決定通知をお送りします。内容を確認の上、参加費をお振込みください。 

申込締切 8 月21 日（金）  ＊定員になり次第、締め切ります。 

 

 

 

 

 

事務局 東京ボランティア・市民活動センター 支援力アップ塾担当（佐藤、松下、熊谷、朝比奈） 

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸（かぐらがし）1-1 セントラルプラザ 10 階 

TEL：03-3235-1171  FAX：03-3235-0050  E-mail：im@tvac.or.jp 

HP：http://www.tvac.or.jp/special/im     https://www.facebook.com/tvac.im 

内 容 
 

第 1 回  オリエンテーション（相談ケース・事業検討の基本について学ぶ） 

2015年9 月1 日（火） 19:00~21:00 

第 2 回 相談ケース・事業企画の検討 
1回2件を目安に受講生のみなさんが抱える相談や事業を持ち寄って 
課題を整理し、ヒントやアイディアを出し合います。 

10 月6 日（火）もしくは27 日（火） 19:00~21:00 （第 2回） 

第 3～4 回 相談ケース・事業企画の検討 

第 5 回 ふりかえりとこれからに向けて 

 

 

 

 

主催：東京ボランティア・市民活動センター 

 

講座の様子など 

中間支援の 

最新情報満載！ 

＊少人数で実践から継続的に学びを深めていくため、

基本的に全ての回への参加をお願いしております。 

地域に根ざす中間支援組織スタッフのための支援力アップ塾 実践ゼミ編 

 

                             

 

担 当 唐木 理恵子さん（日本ボランティアコーディネーター協会 理事） 

   

 

おトクな3 つのポイント！ 

受講者 1 人 1 人に寄り添う 
課題持ち込み型で多様な視点から考える学びのスタイル。 

ヒントを各現場で実践しながら、フィードバックできる。 

９/１  

19 時より 

 

～明日から使えるヒントを生み出す相談ケース・事業企画～ 

   

 

いきなり5回のゼミは大変！ 

参加を迷っている方へ 

 

 

   

 

中間支援のスタッフが交流し

ながら、持ち寄った 1 つのケ

ースについて話し合います。 

詳しくはコチラ  

https://www.facebook.co

m/events/6976974670

03434/ 

 

参加者・講師の 
距離が近い 

じっくり深く考えながら学べる。 

忙しい人も参加しやすい 
平日夜開催。2回目以降は受講者と 

日程を決めて実施。 

開催 

8/7 
開催 

＊都合によりカリキュラムの内容が変更になる場合があります。  

 

 

   

 

 

例：ボランティア・市民活動センター、 

社会福祉協議会、NPO、国際交流協会、 

まちづくりセンター、社会福祉施設、 

医療機関、企業、行政、学校など 

 

＊2 回目以降の開催日は、受講者の希望日より調整の上、決定します。 

 

 

   

 

実務スタディゼミ 
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申込みフォーム                   FAX：03-3235-0050 支援力アップ塾担当宛 

＊すべてご記入ください。 

ふりがな  
性

別 
男・女 

ゼミ 

第 2 回 

希望日 

□ 10/6 
□ 10/27 
□ その他 
（具体的な日：       ） 

氏 名  

所 属  

所属先 

住 所 

〒     － 

所属先 

連絡先 

TEL：                          FAX： 

E-mail： 

受講動機や研修で特に知りたいことをお聞かせください。 

関わっている相談や事業の中で今、気になっていることや課題だと感じていることはありますか。 

・ある（概要：                                                          ） 

・ない 

ゼミの受講生同士で検討して解決したい相談ケースや事業 

 

 

 

 

＊今回のゼミで検討します。当日、個人情報の保護に配慮しながら、検討しますが、当日、相談ケースや事業企画を出す際には、事前に所

属団体の了承を得た上で、お申し出ください。 

その他（事務局へのご意見やご要望など） 

 

◆支援力アップ塾とは？◆ 

地域づくりをすすめる組織のコーディネーターを対象にスタッフ自身がもつ課題に向き合い、地域で新たに起こっている課題の解決のヒントに出会

える学びの場として 3 年前に開講しました。191 団体より述べ 527名の方に受講いただき、好評を得ています。 

 

参加者の声 

 

   

 

こんな方におススメ  

 

 
このゼミでできたネットワーク

は大きな財産になっていると思

うので、教えて頂いたことがすぐ

に業務に活かせた点が一番です。 

 

   

 

講座の企画や運営が上手くいかない原因を発

見できた。また、「テーマ」を絞るなど具体

的なアドバイスが頂けました。 

 

   

 

ほかの中間支援組織

の実例と悩みが聞け

たことが一つ大きな

資産。相談形式で進

めるゼミの形も大変

良かったです。 

 

   

 

 

 

 

 

□自分が関わっている中間支援の相談や 

事業の進め方をじっくり整理したい 

□取り組みを振り返りながらも、次を 

見据えながら学びたい 

□まさに今、解決に悩んでいる相談ケース 

や事業があるが、地域のつながりを 

意識しながら解決したい 

□単発の研修だけではもの足りない 

 

 


